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研究成果の紹介

サツマイモネコブセンチュウ抵抗性を判別するサツマイモのDNAマーカー

【サツマイモに大きな被害を及ぼす線虫】
　サツマイモネコブセンチュウ（以下「線虫」と略
記）はサツマイモの根に寄生し、収量や商品価値を
低下させるなどの被害を及ぼします（図１、２）。
また、線虫はサツマイモ品種に対する寄生性の違い
から９種類のグループ（レース SP1～ SP9）に分け
られ、熊本では SP1、宮崎と鹿児島では SP2が主要
なレースであることがわかっています。

【線虫に強い品種選抜用のバイテクツール】
　線虫に強い抵抗性品種の育成はサツマイモ育種の
重要な目標のひとつです。人為的に線虫を増やした
圃場で抵抗性品種を選抜していますが、数ヶ月以上
必要で多くの手間もかかります。そこで我々は、
SP1と SP2に対して抵抗性を示すサツマイモ品種
「ハイスターチ」を解析し、抵抗性に関与する遺伝
子の有無を判別する目印となるDNAマーカーを開
発しました（図３－ a の E33と E41）。この DNA
マーカーを利用することで、抵抗性遺伝子をもつと
考えられる品種の選抜を１～２日で行うことが可能
となりました。

【DNAマーカーの利用と今後】
　今回開発したDNAマーカーは、「ハイスターチ」
の子孫から SP1と SP2へ抵抗性を示す品種を選抜す
る際に利用できます（図３－ b）。
　しかし、関東と沖縄の主要なサツマイモネコブセ
ンチュウレースは SP4と SP6なので、今回開発した
DNAマーカーは利用できません。我々は、SP1と
SP2だけでなく SP4と SP6にも抵抗性のサツマイモ
品種「ジェイレッド」を解析することで、SP1・
SP2・SP4・SP6に対する抵抗性遺伝子判別用DNA
マーカーの開発も目指しています。
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図１　寄生した線虫が作る卵
らん

のう
線虫に弱い（感受性）サツマイモ品種の根には卵のうが
着生している（赤く染色）。一方、強い（抵抗性）品種の
根には卵のうは着生していない。

図２　感受性品種「コガネセンガン」の線虫害
塊根に裂開が生じるなどの症状が発生します。

図３　「ハイスターチ」関連品種でのＤＮＡマーカーと
線虫抵抗性の検証
「ハイスターチ」の子孫品種のうち、DNAマーカー E33
と E41の両方にバーコード状の黒い線 ( バンド ) が検出さ
れている品種は全て、線虫レース SP1と SP2に対して抵
抗性を示す。

a）電気泳動図：Actin は正しく試験が行われことを確認
するためのマーカー。
枠付きの品種は「ハイスターチ」と同じバンドターン。

b）バンドの有無と抵抗性を示す系譜図。
枠内左から、品種名、E33と E41の DNA マーカー（＋
は有、－は無）、SP1と SP2の抵抗性（抵抗性：R、感
受性：S）。赤線は「ハイスターチ」からの系譜、緑線
は「コガネセンガン」からの系譜、黒線はそれ以外の
系譜。「ハイスターチ」と同じバンドパターンと抵抗
性を示す品種を灰色で示す。

ａ）

ハイスタ－チ（＋＋,RR）

コガネセンガン（－－,SS） サツマスターチ（－－,SS）

サツママサリ（＋－,RR）

コガネマサリ（＋＋,RR）

こなみずき（＋＋,RR）

九系82124－1（＋－,RR）

九系 117（－－,RR）

九系 185（－－,RS）

九系 236（＋＋,RR）

九州102号（＋－,RS）

コナセンリ（＋＋,RR）

ダイチノユメ（＋＋,RR）

スターチクイン（＋－,RR）

コナホマレ（－－,RS） ときまさり（－－,RS）
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